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自己紹介
川口 弘行（かわぐち・ひろゆき）

博士（工学） 技術経営修士（専門職） 総務省地域情報化アドバイザー

公認情報システム監査人（CISA） 行政書士 ITコーディネータ

認定スクラムマスター（LSM） 認定プロダクトオーナー（LSPO）

専門分野：電子政府・電子自治体、オントロジ、情報社会学

2009年4月 高知県庁専門企画員（CIO補佐官）
2013年4月 港区情報政策監
2013年4月 経済産業省CIO補佐官
2015年4月 佐賀県庁 情報企画監
2017年12月 川口弘行合同会社 設立 代表社員
2019年4月 佐賀県唐津市情報政策アドバイザー
2021年7月 静岡県湖西市DX推進アドバイザー
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2022年4月 秋田県DX推進アドバイザー
2022年4月 静岡県富士市情報政策アドバイザー
2023年4月 越谷市最高デジタル責任者（CDO）
2023年4月 秋田県能代市CIO補佐官
2023年5月 静岡県牧之原市CIO補佐官
2023年5月 宇都宮市DX専門官
2024年6月 山梨県丹波山村CIO補佐官
2025年7月 鹿児島県奄美市DXアドバイザー



エグゼクティブサマリー

•混沌としたファイルサーバを一掃し、
業務改革の原動力となるナレッジ基盤をつくる。

ローカルAI を用いた StorageManager を活用した

自治体業務の将来像と、その考え方をわかりやすく解説します。
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庁内に眠る“埋もれた知恵”をどう掘り起こすか
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活用方法
庁内ファイルサーバ整理に

生成AIを使う



よく見かける風景

• ファイルサーバの使用量が常にいっぱいいっぱい

• 個人名のフォルダや個人名がついたファイルがある

• 〜(1).docx とか、〜_原本.docx とか、〜（最終）.docx とか、〜_backup.docx とか
〜_1219.docx とか、〜_ver1.2.docx とか、そんなファイルが混在している

• 出所不明の名簿がExcelファイルで存在している

• 部署によってフォルダ構成がマチマチ
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セキュリティ対策の一環で…
• 「端末内にファイルを置かない」「USB媒体をデータ保存に使わない」という
流れになっているが、
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ファイルサーバは
ごみ箱じゃないよ！



データと情報の違い
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データ

情報

意図を持って編集・加工

庁内には「情報」は多くあるが、
「データ」は少ない？

※いきなり「情報」を生成している

客観性を持った事実に基づく値の列記



情報をデータに近づける（ファイルサーバの整理）

庁内ファイルサーバ

○○事業

・・・

令和５年度

○○事業

令和６年度

全庁のファイルサーバを年度単位で分ける

古い年度は削除／退避

必要なファイルのみ参照

情報が整理、階層化されているだけでも
全庁的な価値は高まる



誰がどんなデータを持っているのか知ってますか？

•言い換えれば、

•どこがどのような事業をやっているのか

•どこがどのようなシステムを運用しているのか
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インベントリー情報の共有

「データの共有・公開は必ずしも必須ではない」とすれば、職員負担は減る？
さらに、インベントリー情報共有が自動的に行える仕組み（ルール、システム）があればよい？



夢見るだけじゃなくて、実際に作りました

1. 庁内のファイルサーバを夜間に自動スキャンして情報を収集

2. ファイルの中身をAIエージェントが見て、何が書かれているかを分析

3. ファイルの中に個人情報が含まれている場合は検知の上、報告

4. 画像やスライドなどもAIエージェントが画像解析して説明を追記

5. ファイルの機密性をAIエージェントが自動的に分類し、提案

6. フォルダ構成から適切な保存場所をAIエージェントが推測して、提案

7. ファイルをAIエージェントで分析しやすいように整形し、出力

8. 画像ファイルのサイズを縮小して、出力

9. 収集したファイルのデータを使って、AIエージェントとの対話で
文書を作成
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procureTech StorageManager（ストレージマネージャ）
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庁内ファイルサーバ
インデックスDB

情報収集
エージェント

検索エージェント

分析エージェント

生成エージェント

公開可能領域

※オンプレミスサーバとローカルAI

資料作成
データのマスキング

画像検索や
あいまい検索

勝手にファイルを
書き換えない設計

ファイルの
配置先提案



庁外サーバ、外部システムとの連携
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クラウドストレージ
（S3 / SharePoint / Google Driveなど）

クラウドストレージにも
接続可

オープンデータへ

文書管理システム

MCP接続

MCP連携により
庁内データを流用して
起案文書が作成できる

Webサイト

Web検索も
併用可能

外部のAIサービス（Copilot等）



ローカルAIなので庁内で動かせます

３

LGWAN

２

１

ファイル
受け渡し

ファイル
受け渡し
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認証強化

機密性１機密性３

AIエージェント
ストレージマネージャ

機密性２

生成AIエンジン：
gpt-oss（OpenAI）、Gemma4（Google）、
Llama4（Meta）、Qwen（Alibaba）、
DeepSeek（DeepSeek/CyberAgent）など

AIエージェント

情報提供
ネットワーク
システム



なぜ Copilot だけではダメなのか？

•機密情報の判別のために、外部のAI（クラウドAI）を使うのは本末転倒

•クラウドAI上でのRAG（事前に文書登録してAIで利用する方式）は、
文書そのものが外部に永続的に保存されてしまう。

•クラウドAIの機密性、安全性は、サービス提供事業者との約款でのみ
保証されるため、自治体が市民に対して機密性を説明することは
不可能。（「安全だと言われています」としか回答できない）

14



ローカルAIとクラウドAIとの役割分担
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機密性が不明な文書
ローカルAI

クラウドAI

機密性チェック

匿名化

機密性が高いまま
ローカルで処理

安心してデータをAIに処理させる
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動作イメージ
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機密性２と判定

機密性１と判定

個人情報が検出されている

ファイルがスキャンされ
データ化されている

インデックス生成後
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ファイルの中身が
文字化されている

個人情報の
有無を検知

文書全体から
機密性を推測

ドキュメント抽出



19

資料の構造を分析して、
再利用しやすくしている

長文資料解析
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議事録は論点を構造化し、
対立軸や発言スタンスを可視化

議事録解析
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AIによって写真の内容が
文章で説明されている

画像の内容もわかる



他にも…

•音声や動画の文字起こしもできる。

• メールサーバと連携して、所属メールのやり取りも一元管理できる。
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活用方法
AIエージェントによる

文書作成



庁内情報を元に生成AIの利活用ができたら…

• そもそもRAGは「時系列」という概念を持たない

• 多くのデータ（ファイル）は生成AIとの親和性が低い（AIが読み取れない）

• （言いたくないけど）ゴミをいくらかき集めても「ゴミ」しか出てこない

→ 正しい情報だけが欲しいのならば、データの前処理が必要
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多くの自治体が試みているが、充分な品質が得られていない
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生成系エージェントでできること

•庁内ファイルを元に、新たな文書（報告書、議事録、議会答弁案など）
を生成できる。

•庁内ファイルを元に、PowerPointのスライドを生成できる。

•庁内ファイルを元に、ワークフロー図（BPMN）を生成できる。

•庁内ファイルを元に、調達仕様書を生成できる（準備中）。
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さらなる将来の活用

業務マニュアル作成に
生成AIを使う



自治体職員は偉大なる「素人集団」
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①ビジネスパーソンとしてのスキル

ビジネス日本語、ビジネス文書作成、対人折衝
会議運営・議事録作成、プロジェクト管理、合意形成

• 「デジタル技術」はどのレベルに含まれますか？

②公務員としてのスキル

契約・支払事務、起案・決裁、予算事務、議会対応
補助金事務、委託管理など

③所属部署特有のスキル

関係法令、業務知識、業界動向、市民の状況の把握

公務員を辞めても使えるスキル。と言っても、
実はこれまでまともな訓練を受けたことがない。
OJTで得られるスキルではない。

組織で一定の品質を確保するために、自治体で
訓練カリキュラムを設け確実に（効果測定を経て）
スキルを会得させるべき。

その専門性から所属部署が訓練を担うしかない。
訓練カリキュラムも未整備なため、最終的には
職員自らの学ぶ能力を駆使した自己研鑽になる。



業務の量と業務の難易度（不確実性）による分類
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業務の量

業務の難易度（不確実性）

多少

難

易

タイプA 業務量が多く、難易度も高い

タイプC 業務量は多いが、難易度は低いタイプD 業務量が少なく、難易度も低い

タイプB 業務量は少ないが、難易度は高い

放置して良いわけではない。
一つの業務量は些少でも、タイプDの業務が
積もれば負担となる。
少なくとも担い手を増やす工夫（マニュアル化）、
共同運営を前提としたシステム化を進めるべき。

専門家へのアウトソース、
AIなどの新技術活用が生きる領域。

自動化、システム化による一括処理が有効。

混然一体としていると判断しづらいので、
タスク分解して、それぞれをタイプBとCに
寄せていく。

これでこれを解決する



暗黙知と形式知

• 暗黙知
• 個人の経験や勘などに基づいた、他人に説明することが難しい、
あるいは説明するには時間や別の知識などを有する知識のこと。

• 一般的に職人技や職人気質の方が持つ知識のこととイメージされやすいが、
交渉上手な営業マンや社内調整が得意な業務担当者、
センスの光るデザイナーなど、
職種関係なく優秀な人材は何かしら結果を出すための暗黙知を持っていると言われている。

• 形式知
• 形式知とは、文章や図解、数値などによって、誰が見ても理解できるような形式で表現された
客観的な知識のこと。

• 一般的に広く利用されている「マニュアル」や「説明書」などの類は、この形式知に該当する。
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SECIモデル（野中、竹内）

31

表出化

連結化内面化

共同化
個人の暗黙知を言語化し
メンバーと共有する

プロセス
※マニュアル作成

異なる形式知を
組み合わせて新たな知を
創出するプロセス

※業務改善アイディア出し

共通の体験を通じて
暗黙知を移転させる

プロセス
※OJT

新たに得た形式知を
学習により体得する

プロセス
※勉強

暗黙知 暗黙知

形式知形式知

形
式
知

形
式
知

暗
黙
知

暗
黙
知

ここでエネルギーを使う

ここでエネルギーを使う



現在の自治体の状況
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連結化

共同化

異なる形式知を
組み合わせて新たな知を
創出するプロセス

※業務改善アイディア出し

共通の体験を通じて
暗黙知を移転させる

プロセス
※OJT

暗黙知

暗
黙
知

• 言語化されていない（形式知化されていない）状態で、
業務を引き継ごうとしている。

• 「DXを進める」と言いつつも、何をどうすればいいのか
イメージがつかめないので、形式的な取り組みになる。

• 「デジタルツールを導入すれば解決」になるので、
最終的に買い物しかしていない。



業務マニュアルを人間・AIともに読める状態に
• エージェントスキル

• 下記のような構成で文書を作成しておくと、AIエージェントも読める状態となる。
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エージェントスキルの作成もAIに任せることができる
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稼働環境



DGX Spark（NVIDIA） ２台構成
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ConnectX-7接続

AI Agent用LLM

・GPT-OSS:20B

FileServer Crawler用LLM

・Qwen3:8B

・Gemma3:27B

庁内ファイルサーバ

操作用PC



クラウド上でもLGWAN-ASPとしても運用可能
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LGWAN-ASP

生成AIエンジン（ChatGPT等）

LGWAN

インターネット



音声認識とフィジカルAI
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フィジカルAI

エージェント

カメラ（画像認識）

ロボット（物理制御）

音声認識
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Thank you
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